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年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　〜めざせ 安全で安心な北海道〜

NO!NO!

飲酒運転根絶ロゴマークNo.187   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

令
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年年

あ
け
ま
し
て

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
も
、
北
海
道
、
北
海
道
警
察
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
、
地
域
の
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
交
通
安
全
活
動
を
展
開
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
の
道
内
の
交
通
事
故
死
者
数
は
、
記
録
が
残
る
昭
和
22
年
以
降
最
少

の
1
0
4
人
と
な
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
飲
酒
運
転
や
な
が
ら
ス
マ
ホ

に
よ
る
事
故
、
高
齢
者
や
こ
ど
も
の
事
故
、
自
転
車
事
故
な
ど
、
様
々
な
形
態
の

事
故
が
相
次
ぎ
、
改
め
て
多
方
面
か
ら
の
取
組
を
展
開
す
る
重
要
性
を
痛
感
い
た

し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
昨
年
は
小
樽
ド
リ
ー
ム
ビ
ー
チ
で
4
人
が
死
傷
し
た
飲
酒
ひ
き
逃

げ
事
故
か
ら
10
年
が
経
過
し
た
年
で
し
た
が
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
な

ど
に
お
い
て
、
悪
質
な
飲
酒
事
故
や
逮
捕
事
案
が
相
次
ぎ
、
運
動
期
間
の
延
長
や

緊
急
対
策
期
間
を
設
定
す
る
な
ど
、
緊
迫
し
た
状
況
も
続
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
は
、
砂
川
で
家
族
５
人
が
死
傷
し
た
飲
酒
事
故
か
ら
10
年
、「
北

海
道
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
」が
制
定
さ
れ
て
か
ら
10
年
を
迎
え
ま
す
。
飲
酒
運
転

の
根
絶
に
は
、
家
族
や
友
人
、
職
場
そ
し
て
飲
食
店
な
ど
、
身
近
に
い
る
方
々
の

「
ダ
メ
！
」と
い
う
一
言
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
今
年
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
緊
張

感
を
持
ち
な
が
ら
、「
飲
酒
運
転
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い　

そ
し
て

見
逃
さ
な
い
」を
道
民
の
合
言
葉
と
し
て
、
飲
酒
運
転
根
絶
へ
の
協
力
を
宣
言
す

る
飲
食
店
や
事
業
所
の
登
録
、高
校
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
活
用
等
、

様
々
な
取
組
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
当
委
員
会
の
正
会
員
で
あ
る
１
７
９
市
町
村
・
76
企
業
団
体
、
賛
助
会

員
で
あ
る
60
団
体
の
皆
様
を
は
じ
め
、様
々
な
業
界
団
体
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の「
強
み
」を
生
か
し
た
取
組
を
つ
な
ぎ
、「
交
通
安
全
の
輪
」を
広
げ
て

参
り
ま
す
。

昨
年
夏
、
道
や
道
警
察
な
ど
と
と
も
に
、『
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
ス
ト
ッ
プ
運
動
』

を
全
道
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
横
断
歩
道
で
は「
渡
り
ま
す
」と
手
を
あ
げ
、

ド
ラ
イ
バ
ー
は「
お
先
に
ど
う
ぞ
」と
手
で
合
図
。「
あ
り
が
と
う
」と
心
を
通
わ
せ

合
う
こ
う
し
た
行
動
こ
そ
が
交
通
安
全
の
原
点
で
あ
り
、本
年
も
皆
様
と
と
も
に
、

思
い
や
り
あ
ふ
れ
る
社
会
の
実
現
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 新

年
を
迎
え
て
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年
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北
海
道
知
事
　
鈴
　
木
　
直
　
道

北
海
道
警
察
本
部
長
　
伊

藤

泰

充

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
春
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
謹
ん

で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
、

各
地
で
交
通
安
全
活
動
を
展
開
さ
れ
、

道
内
の
交
通
事
故
防
止
に
多
大
な
る
ご

貢
献
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

本
道
に
お
け
る
昨
年
の
交
通
事
故
発

生
件
数
及
び
死
者
数
が
、
前
年
に
比
べ

減
少
し
た
こ
と
は
、
貴
会
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
で
あ

り
、
改
め
て
、
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。一
方
で
、依
然
と
し
て
、

毎
年
、
多
く
の
方
が
交
通
事
故
に
よ
り

命
を
奪
わ
れ
て
お
り
、
痛
ま
し
い
交
通

事
故
を
1
件
で
も
減
ら
し
、
事
故
に
遭

わ
れ
る
方
を
1
人
で
も
少
な
く
す
る
た

め
、
引
き
続
き
、
関
係
の
皆
様
と
一
丸

と
な
っ
て
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
強
く

思
う
次
第
で
す
。

特
に
、
飲
酒
運
転
に
つ
い
て
は
、
絶

対
に
許
さ
れ
な
い
悪
質
な
犯
罪
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
飲
酒
を
伴
う
交
通

死
亡
事
故
が
未
だ
後
を
絶
た
な
い
こ
と

は
、
本
当
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
今

年
は
、
本
道
の
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
制

定
か
ら
10
年
と
な
る
年
で
す
。
改
め
て
、

「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許

さ
な
い
、そ
し
て
見
逃
さ
な
い
」と
い
う
、

ゆ
る
ぎ
な
い
決
意
の
も
と
、
絶
対
に
見

逃
さ
な
い
と
い
う「
社
会
の
目
」を
道
内

隅
々
ま
で
広
げ
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
に
よ
る

歩
行
者
と
運
転
者
と
の
意
思
疎
通
や
、

運
転
に
不
安
を
感
じ
る
方
が
運
転
免
許

を
自
主
的
に
返
納
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
な
ど
を
進
め
、
本
年
に
お
き
ま
し
て

も
、
道
民
の
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
が
交
通
事

故
の
当
事
者
と
な
ら
な
い
よ
う
、
一
人

一
人
で
き
る
こ
と
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様

と
共
に
、
よ
り
効
果
的
な
交
通
安
全
運

動
を
推
進
し
、
安
全
で
安
心
な
北
海
道

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
希

望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
年
と
な
る
こ

と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
、
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員

会
の
皆
様
に
は
、
交
通
安
全
活
動
を
始
め
、

警
察
行
政
の
各
般
に
わ
た
り
、
格
別
の
御

理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
対

し
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
、
貴
委
員
会
の
皆
様
方
に
は
、
北

海
道
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
の
中
核
と

し
て
、
各
期
の
交
通
安
全
運
動
へ
の
取
組

を
始
め
、「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」に
お
け

る
決
起
大
会
の
開
催
、「
飲
酒
運
転
根
絶
！

高
校
生
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
」の
実
施

な
ど
、
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
社
会
環

境
作
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
た
ほ
か
、
昨
年
９
月
か
ら
全
道
で
展
開

し
て
い
る
歩
行
者
保
護
対
策「
ハ
ン
ド
サ
イ

ン
で
ス
ト
ッ
プ
運
動
」の
普
及
啓
発
な
ど
、

道
民
の
交
通
安
全
意
識
の
醸
成
に
向
け
た

各
種
活
動
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
重
ね
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
道
内
に
お
け
る
交
通
事
故
情

勢
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
、
交
通
事
故

に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
、
前
年
よ
り

27
人
少
な
い
1
0
4
人
と
、
北
海
道
の
交

通
事
故
統
計
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
昭
和

22
年
以
降
で
最
少
で
あ
っ
た
令
和
４
年
の

1
1
5
人
を
更
に
下
回
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
貴
委
員
会
を
始
め

と
す
る
団
体
の
皆
様
や
関
係
機
関
、
地
域
・

職
域
の
皆
様
の
長
年
に
わ
た
る
地
道
な
交

通
安
全
の
取
組
が
実
を
結
ん
だ
も
の
と
拝

察
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

厳
冬
期
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
は
、
暴
風

雪
等
に
よ
る
重
大
交
通
事
故
の
発
生
が
予

想
さ
れ
る
ほ
か
、
春
に
か
け
て
は
新
年
会

や
歓
送
迎
会
な
ど
に
よ
る
飲
酒
機
会
の
増

加
に
伴
う
飲
酒
運
転
に
起
因
す
る
事
故
、

さ
ら
に
は
、
冬
道
の
運
転
に
不
慣
れ
な
旅

行
客
に
よ
る
冬
型
交
通
事
故
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

北
海
道
警
察
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本

年
も
交
通
死
亡
事
故
抑
止
に
向
け
た
対
策

と
し
て
、
飲
酒
運
転
や
速
度
違
反
な
ど
、

交
通
事
故
に
直
結
す
る
悪
質
危
険
な
交
通

違
反
の
取
締
り
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

「
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
ス
ト
ッ
プ
運
動
」な
ど

の
各
種
啓
発
や
、
情
報
発
信
活
動
を
積
極

的
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
後
も

引
き
続
き
、
交
通
安
全
活
動
に
御
尽
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員

会
の
益
々
の
御
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御

健
勝
、
御
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

毎月 １５日は 「道民交通安全の日」



3ゆっくり走ろう北海道 2025-1 No.187

令和7年における交通安全運動の推進方針（概要）
運 動 の 目 的 道民の交通安全意識を高め、交通事故を防止する。

年 間 ス ロ ー ガ ン ストップ・ザ・交通事故　～ めざせ 安全で安心な北海道 ～

交
通
安
全
運
動
の
重
点

歩 行 者 保 護 意 識 の
醸 成 と 歩 行 者 の
マ ナ ー ア ッ プ

○ �歩行者を最優先とする保護意識の醸成を図る広報啓発活動、全ての世代を対象とした道路横断時の安全確認
や反射材の着用など自ら安全を守るための交通行動を促す交通安全教育を推進する。

○ �信号機の設置のない横断歩道における歩行者優先義務の徹底と、歩行者・ドライバー相互の意思疎通を図る
横断方法等を実践する「ハンドサインでストップ運動」を推進する。

○ �登下校時のこどもの安全を確保するための関係機関・団体による通学路の安全点検と保護・誘導活動を推進
する。

高 齢 者 の 安 全 確 保

○ �「シルバーアドバイザーの店」の登録拡大を図るほか、高齢者を取り巻く交通事故実態の周知や、高齢者の行
動特性を理解した交通安全意識の向上を図る広報啓発活動を推進する。

○ �高齢者に個々の身体機能を自覚した安全な交通行動の実践を促す交通安全教育や高齢者宅への訪問活動等
による安全指導を推進する。

○ �運転免許証の自主返納者への支援に関する情報の提供や安全運転サポート車の普及促進のための広報啓発
活動を推進する。

飲 酒 運 転 の 根 絶

○ �悪質な犯罪である飲酒運転の根絶に向けて、「飲酒運転をしない・させない・許さない」という規範意識と「そ
して見逃さない」という視点の醸成を図る広報啓発活動を推進する。

○ �飲酒疑似体験を取り入れた交通安全講習による危険性の認識向上や運転者に対するアルコール検知器を用
いた酒気帯び確認の徹底等の取組を推進する。

○ �「飲酒運転根絶ロゴマーク」や「ハンドルキーパー運動」、「飲酒運転ゼロボックス」を周知するなど、飲食店や
酒類販売店等と連携した広報啓発活動を推進する。

○ �飲酒運転に関する警察への情報提供の促進を図り、飲酒運転を見逃さない「社会の目」の一層の拡大を推進す
る。

ス ピ ー ド ダ ウ ン と
全 席 シ ー ト ベ ル ト
着 用 の 徹 底

○ �速度の出し過ぎによる危険性を周知する広報啓発活動を推進する。
○ �ドライビングシミュレータ等を活用した安全速度の遵守に向けた交通安全教育を推進する。
○ �後部座席を含めた全席でのシートベルトの着用とチャイルドシートの正しい使用の効果についての広報啓

発活動、着用率向上に向けた取組を推進する。
○ �各種資器材を活用したシートベルト非着用の危険性の認識向上に向けた交通安全教育を推進する。

乗 車 用 ヘ ル メ ッ ト の
着用などの自転車等の
安 全 利 用

○ �自転車は「車両」であるということの周知を図るための広報啓発活動を推進する。
○ �自転車シミュレータや自転車安全利用五則等の活用による自転車の交通ルールとマナー向上に向けた交通

安全教育や広報啓発活動を推進する。
○ �乗車用ヘルメットの着用、自転車損害賠償保険等への加入に向けた広報啓発活動を推進するとともに、「なが

らスマホ」や「酒気帯び運転」の危険性を周知する。
○ �特定小型原動機付自転車に関する交通ルールを周知するための交通安全教育や広報啓発活動を推進する。

安 全 意 識 の 向 上

○ �夕暮れ時・夜間の交通事故実態及び危険性を周知し、反射材用品等の着用促進を図る広報啓発活動を推進する。
○ �昼間の点灯を呼びかける「デイ・ライト運動」や夜間におけるハイビームの活用に向けた広報啓発活動を推進する。
○ �「ながら運転」や「あおり運転」の危険性を周知するとともに思いやり・ゆずり合いの心を持った運転の実践を図る

広報啓発活動を推進する。
○ �長距離運転における休憩の呼びかけなど居眠り運転事故防止に向けた広報啓発活動を推進する。

期
　
　
別
　
　
運
　
　
動

運 動 名 春の全国交通安全運動 夏の交通安全運動 秋の全国交通安全運動 冬の交通安全運動

実 施 期 間 4／6（日）～4／15（火） 7／13（日）～7／22（火） 9／21（日）～9／30（火） 11／13（木）～11／22（土）

セーフティコール 4／4（金） 7／11（金） 9／19（金） 11／13（木）

期 別 運 動 の 方 針

○ �新入学（新学期）を迎える
こどもや活動期に入る自
転車利用者の事故防止を
図るための活動等を推進
する。

○ �観光・夏型レジャー等に伴
う事故防止、バイクによる
事故防止及び飲酒運転根
絶を図るための活動等を
推進する。

○ �夕暮れ時と夜間の高齢歩
行者・自転車の事故防止等
を図るための活動等を推
進する。

○ �凍結路面でのスリップ事
故防止や飲酒運転の根絶
を図るための活動等を推
進する。

重 点 項 目　     ○ 春・秋の運動においては、全国交通安全運動推進要綱の運動重点に準じ、必要に応じ北海道独自の項目を定める。
○ 夏・冬の運動においては、北海道の地域特性、交通事故の発生状況・特徴等を勘案する。

交
通
安
全
の
日
等
の
運
動

飲酒運転根絶の日 7月13日（日） 道民の飲酒運転根絶の気運を高めるため、広報啓発活動を実施する。

交 通 事 故 死 
ゼ ロ を 目 指 す 日 4月10日（木）､9月30日（火） 交通事故死ゼロを目指し､住民集会などの啓発行事や期別運動のセーフティコールに

準じた広報啓発活動を実施する。

道民交通安全の日 毎月15日 道民の交通安全意識の高揚を図るため、期別運動のセーフティコールに準じた広報啓
発活動を実施する。

自 転 車 安 全 日 毎月第１及び第３金曜日 自転車の安全利用と事故防止を図るため、自転車利用者を対象に街頭指導、啓発活動等
を実施する。

そ の 他 の 
交 通 安 全 の 日

無事故の日（6/25） 
バイクの日（8/19） 地域独自の交通安全の日等に、地域・職域の実情に応じた広報啓発活動を実施する。

特 別 対 策 「交通死亡事故多発警報｣や「飲酒運転根絶緊急対策」の発表時に地域住民等へ緊急かつ効果的な広報啓発、住民
集会、街頭指導等を実施する。

令和7年における交通安全運動の推進方針（概要）

飲む前に　車じゃないよね？　再確認
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

９
月
30
日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目

指
す
日
」。
２
０
０
８
年
に
制
定
さ
れ
た
国

民
運
動
で
す
。

こ
の
日
、
札
幌
駅
南
口
駅
前
広
場
で
は
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
北
海
道
イ
エ

ロ
ー
ス
タ
ー
ズ
の
山
田
滉
太
選
手
、
谷
直
也

選
手
、
岩
崎
航
佑
選
手
、
北
海
道
警
察
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ス
コッ
ト
「
ほ
く
と
く
ん
」、
飲
酒
運

転
根
絶
戦
隊
！
飲
ん
だ
ら
乗
れ
ん
ジ
ャ
ー
、

札
幌
時
計
台
雲
母
（
き
ら
ら
）
保
育
園
の

園
児
た
ち
が
集
結
し
、
啓
発
イ
ベン
ト
を
行

い
ま
し
た
。

選
手
の

皆
さ
ん
は
、

飲
酒
状
態

疑
似
体
験

ゴ
ー
グ
ル
を

着
用
し
な

が
ら
け
ん
玉

に
挑
戦
し

ま
し
た
が
、

視
点
が
定

ま
ら
ず
失

敗
。「
お
酒

を
飲
む
と
い

つ
も
通
り
に

見
え
な
く
な
る
か
ら
飲
ん
だ
ら
運
転
を
や

め
ま
し
ょ
う
」
と
飲
酒
運
転
根
絶
を
訴
え

ま
し
た
。

「
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
ス
ト
ッ
プ
運
動
」
の
交

通
安
全
教
室
も
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
は
、
ほ

く
と
く
ん
ら
と一
緒
に
横
断
歩
道
を
渡
る
練

習
を
し
ま
し
た
。

野
球
解
説
者
の
岩
本

勉
さ
ん
に
よ
る
「
ハン
ド
サ

イ
ン
で
ス
ト
ッ
プ
運
動
」
の

交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
動

画
を
北
海
道
の
Ｙｏｕ
Ｔｕ

ｂｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

「
北
海
き
た
え
ー
る
」に
お
け
る

飲
酒
運
転
根
絶
街
頭
啓
発11

月
９
日
、

北
海
き
た
え
ー

る
で
行
わ
れ

た
、レ
バン
ガ
北

海
道
対
宇
都

宮
ブ
レ
ッ
ク
ス
の

試
合
会
場
で
、

道
庁
や
道
警

な
ど
と
と
も

に
、
交
通
安
全

と
飲
酒
運
転
根
絶
を
呼
び
か
け
る
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

来
場
者
に
チ
ラ
シ
や
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
た

ほ
か
、
飲
酒
運
転
の
危
険
性
を
体
験
し
て
い

た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
、
楽
し
み
な
が

ら
飲
酒
運
転
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

冬
の
交
通
安
全
運
動

「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」

11
月
13
日
か
ら
22
日
ま
で
の
「
冬
の
交
通

安
全
運
動
」
の
初
日
、
道
庁
赤
れ
ん
が
庁
舎

前
庭
で
「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

重
点
は
、「
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
や

安
全
な
横
断
方
法
の
実
践
等
に
よ
る
歩
行

者
の
交
通
事
故
防
止
」「
ス
リ
ッ
プ
事
故
防

止
と
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
」、

「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」。 

会
場
で
は
、
道
警
が
制

作
し
た
「
飲
酒
運
転
は

１
１
０
番
通
報
！
」
の
動

画
を
放
映
し
、「
飲
酒
運

転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
、

そ
し
て
見
逃

さ
な
い
！
」

の
徹
底
を
呼

び
か
け
ま
し

た
。ま

た
、
元

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

ガ
ー
ル
の
、

橋
場
綾
さ

ん
、
菅
又
千

夏
さ
ん
、
濱
野
佑
香
さ
ん
が
結
成
し
た
ダ
ン

ス
パフ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
「
チ
ア
ゾ
ー
ン
」

と
、
ふ
れ
あ
い
中
央
保
育
園
の
園
児
た
ち
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
交
通
安
全
ダ
ン
ス
」
を
披

露
し
、
最
後
に
、
旗
の
波
に
よ
る
街
頭
啓
発

を
行
い
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
コ
ン
絶
作
戦

ｉ
ｎ
狸
小
路

12
月
は
、
北
海
道
飲
酒
運
転
根
絶
推
進

協
議
会
が
定
め
る
「
飲
酒
運
転
根
絶
対
策

期
間
」
で
す
。
12
月
19
日
、
年
末
を
迎
え

忘
年
会
な

ど
で
飲
酒

の
機
会
が

増
え
る
こ

と
か
ら
、

道
民
に
飲

酒
運
転
根

絶
を
広
く

訴
え
る
た

め
、
同
協

議
会
と
札

幌
方
面
中

央
警
察
署
が
主
催
し
、
関
係
機
関
の
協
力

の
も
と
、
札
幌
狸
小
路
商
店
街
で
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

道
内
外
か
ら
多
く
の
方
で
賑
わ
う
夕
刻

の
狸
小
路
で
、
札
幌
市
西
区
の
ア
イ
ド
ル
グ

ル
ー
プ
「
Ｔｅａｍ　

く
れ
れ
っ
娘
！
」
の
皆

さ
ん
、「
ほ
く
と
く
ん
」
と
一
緒
に
、
歩
行

者
に
啓
発
品
を
配
布
し
た
ほ
か
、
飲
食
店

を
訪
問
し
飲
酒
運
転
根
絶
の
徹
底
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

てをあげて　くるまにおしらせ　ぼくはここ

動画はこちらから

動画はこちらから
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ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
ス
ト
ッ
プ
運
動
の

ぬ
り
え
が
で
き
ま
し
た
！

道
警
や
道
と
と
も
に
進
め
て
い
る
「
ハ
ン

ド
サ
イ
ン
で
ス
ト
ッ
プ
運
動
」。
信
号
機
の
無

い
横
断
歩
道
で
は
、
歩
行
者
は
手
を
あ
げ
て

「
渡
り
ま
す
」
と
意
思
表
示
を
し
、
ド
ラ
イ

バ
ー
は
「
お
先
に
ど
う
ぞ
」
と
手
で
合
図
を

す
る
こ
と
で
お
互
い
に
心
が
つ
な
が
り
安
全

に
横
断
す
る
た
め
の
取
組
で
す
。

こ
の
た
び
、
当
委
員
会
で
は
北
海
道
警
察

シ
ン
ボ
ル
マ
ス
コッ
ト
の
「
ほ
く
と
く
ん
」
と

飲
酒
運
転
根
絶
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
「
や
べ
ー
べ

や
」
が
「
ハン
ド
サ
イ
ン
で
ス
ト
ッ
プ
運
動
」

を
実
践
し
て

い
る
交
通
安

全
ぬ
り
え
を

作
成
し
ま
し

た
。是

非
、
ご

家
庭
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、

幅
広
く
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

飲
酒
運
転
根
絶
宣
言
事
業
者

登
録
制
度

道
と
当
委
員
会
で
は
、関
係
機
関
及
び
協

力
団
体
と
連
携
し
て
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
に

取
り
組
む
事
業
者
の
登
録
を
行
って
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
公
益
社
団
法
人
北
海
道
ト

ラ
ッ
ク
協
会
様
の
協
力
を
得
て
、
２
，１
５
６

事
業
者
を
登
録
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
も
、一般
社
団
法
人
北
海
道

建
設
業
協
会
様
等
の
協
力
を
得
て
、
多
く

の
事
業
者
か
ら
登
録
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
飲
酒
運
転
を
許
さ
な
い
社

会
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る「
交
通
安
全
の
輪
」

～
企
業・団
体
の
取
組
事
例
～

北
海
道
か
ら
交

通
事
故
死
及
び
飲

酒
運
転
「
ゼ
ロ
」

を
目
指
し
、
様
々

な
業
界
の
皆
様
と

連
携
し
な
が
ら
、

大
き
な
「
交
通
安

全
の
輪
」
が
生
ま

れ
る
よ
う
、
当
委

員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
企
業
・
団

体
等
の
交
通
安
全

活
動
や
社
会
貢
献

活
動
へ
の
取
組
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
Ａ
Ｉ
Ｒ
‐
G'

エ
フ
エ
ム
北
海
道
様
、
キ
リ

ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社
北
海

道
統
括
本
部
様
、
一
般
社
団
法
人
北
海
道

建
設
業
協
会
様
の
取
組
を
追
加
い
た
し
ま

し
た
。

皆
様
の
活
動
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
安
全
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す

当
委
員
会
で
は
、
研
修
に
活
用
い
た
だ
け

る
交
通
安
全
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

冬
道
運
転
、
飲
酒
運
転
根
絶
、
子
供
・

高
齢
者
向
け
、
な
が
ら
運
転
・
な
が
ら
ス
マ

ホ
の
危
険
性
、
自
転
車
ル
ー
ル
な
ど
、
各
種

テ
ー
マ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
11
月
１
日

道
路
交
通
法
改
正

改
正
道
路
交
通
法
で
は
、
自
転
車
運
転

中
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
用
す
る
「
な

が
ら
運
転
」
や
酒
気
帯
び
運
転
の
罰
則
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
は
雪
道
で
も
自
転
車
を
運
転
す
る

人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
今
一度
、
自
転
車

の
交
通
ル
ー
ル
を
確
認
し
、
安
全
に
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

危険です　ながらスマホで　踏むペダル

歩行者の皆様

北海道警察・北海道・公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

●横断歩道を横断する時は、ドライバーに
手をあげるなどの合図（ハンドサイン）で横断すること
をドライバーに知らせましょう！

●止まってくれたドライバーに会釈するなど
感謝の気持ちを伝えましょう！

ドライバーの皆様
●横断歩道を横断中又は横断しようとする歩行者が
いる時は、必ず横断歩道の手前で停止しましょう！

●歩行者に「お先にどうぞ」と手で合図（ハンドサイン）
しましょう！

ハンドサインでストップ運動
うんどう

ほ こうし ゃ

おうだんほどう おうだん とき

て

と

かんしゃ きも つた

えしゃく

あいず

し

おうだん

み な さ ま み な さ ま

〜歩行者とドライバー相互の思いやりで、安全で安心な北海道の横断歩道〜

て あいず

またおうだんほどう

とき

ほこうしゃ さき

かなら おうだんほどう てまえ ていし

おうだんちゅう おうだん ほこうしゃ

ほこうしゃ そうご おも あんぜん あんしん ほっかいどう おうだんほどう

ダウンロードは
こちらから

取組はこちらから

10月

5000日▶	歌志内市
	 	真狩村
3000日▶	東神楽町
2000日▶	浦幌町
	 	浜中町
1000日▶	愛別町
  500日▶	室蘭市

9月

1000日▶	せたな町
８月

4000日▶	上士幌町
1000日▶	砂川市
	 	俱知安町
	 	浦河町
	 	木古内町
	 	江差町
	 	今金町

11月

2000日▶	積丹町
1000日▶	夕張市
	 	新十津川町
	 	豊浦町

12月

1000日▶	松前町
1月【予定】

該当なし

◆◆◆ 交通事故死ゼロ運動顕彰交通事故死ゼロ運動顕彰 ◆◆◆

DVD一覧はこちらから
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北海道交通安全推進委員会会長賞 北海道交通安全協会会長賞

北海道知事賞 北海道教育委員会教育長賞

飲酒運転根絶アンバサダー「やべーべや」特別賞北海道安全運転管理者協会会長賞

北海道警察本部長賞 札幌市長賞

「大丈夫」　一番危険な　思い込み

北海道知事賞
北海道日高高等学校

１年　吉村　紗和さん
よしむら　　　 さ　わ

北海道教育委員会教育長賞
星槎国際高等学校札幌北学習センター

２年　花松　育夢さん
はなまつ　　  いく  む

北海道警察本部長賞
北海道帯広柏葉高等学校（定時制）

３年　江本　アキさん
え  もと　　　あ　 き

札幌市長賞
北海道札幌北高等学校（定時制）

２年　正木　遼花さん
まさ  き　　　はる  か

北海道交通安全推進委員会会長賞
稚内大谷高等学校

２年　吉田　優心さん
よし だ　　　い　こ

北海道交通安全協会会長賞
稚内大谷高等学校

３年　小川　乃愛さん
お  がわ　　 の　あ

北海道安全運転管理者協会会長賞
北海道旭川東高等学校

２年　上田　百恵さん
うえ だ　　 もも  え

飲酒運転根絶アンバサダー「やべーべや」特別賞
稚内大谷高等学校

２年　佐々木　晴樹さん
さ　さ　き　　  はる き

その１杯を飲む前に、思い出して　大切な人の笑顔を。
その１杯が人生を変えてしまうかもしれない。
その１杯が１つの命を奪うかもしれない。変えてはいけない大事な人生。
守らなくてはいけない大切な笑顔。絶対にやってはいけない飲酒運転

「まさか自分が事故を起こすなんて…」その言葉、
他人事だと思えますか？
事故の被害者だけでなく家族や友人、多くの人々を悲しませます。
飲酒運転は他人事ではなく“自分事”

自分が傷つくだけじゃ済まないかもしれない。
誰かを巻きこんでしまうかもしれない。その先を想像してください。
そして正常な判断をしてください
そしてあなたも飲酒運転をする人を止めてあげてください。後悔をする前に！

たった一回の飲酒運転で誰かの人生の物語を終わらせてしまうかもしれない。
最後の言葉がいってきますはだめ。
ただいまをいわせて。
飲酒運転は絶対にやめよう。

「私は運転しないから関係
ない。」その考えは間違っ
ています。横で運転をして
いる人が誰かの命を奪って
しまうかもしれません。あ
なたが命を落としてしまう
こともあります。飲酒運転
を甘く見ないでください。

たった一日の油断が、何百
日何千日を奪っていく。軽
い気持ちの「たった一口」
が抱えきれない重さの
「たったあの一口のせいで」
に変わる。全ては、人のた
め、家族のため、自分のた
め。踏みとどまろう一口、
やめよう飲酒運転。

「ちょっとくらい大丈夫。」
あなたのその油断で人の命
が奪われます。「やっぱり
飲まないで帰ろう。」あな
たのその判断で救われる命
があります。あなたはどち
らの決断をしますか？

飲んだら乗らない、常識だ。
気持ちに負けない、法律だ。
仲間を止めよう、友情だ。
同乗しても、犯罪だ。みん
なで叫ぼう。「飲酒運転、
最低だ」

令和６年　飲酒運転根絶！高校生メッセージコンクール審査結果
たくさんの応募ありがとうございました。
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鶴
居
村
は
、
北
海
道
東
部
、
釧
路
管
内

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
釧
路
湿
原
国
立

公
園
や
特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チ
ョ
ウ
を

有
す
る
自
然
資
源
に
恵
ま
れ
た
村
で
す
。

基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
業
を
は
じ
め
、

農
業
や
林
業
、
冬
季
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
飛

来
が
多
い
こ
と
か
ら
観
光
業
も
盛
ん
で
あ

り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
撮
影
す
る
カ
メ
ラ
マ

ン
が
多
く
来
村
し
ま
す
。

道
東
の
中
核
都
市
で
あ
る
釧
路
市
や
釧

路
町
に
接
し
、
釧
路
空
港
と
Ｊ
Ｒ
釧
路
駅

か
ら
１
時
間
圏
内
で
あ
り
、
ア
ク
セ
ス
が

良
好
で
あ
る
こ
と
か
ら
観
光
客
が
足
を
運

び
や
す
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
鶴
居
村
は
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
に
加
盟
し
て
お
り
、
自
然
景

観
は
も
と
よ
り
村
内
の
景
観
は
ど
こ
を
見

て
も
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
、
豊
か
な
自
然

と
共
生
す
る
村
と
し
て
魅
力
あ
ふ
れ
る
村

と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底

村
内
小
中
学
校
で
は
、
交
通
安
全
指
導

員
、
駐
在
所
、
役
場
職
員
な
ど
と
協
力
し

て
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

横
断
歩
道
の
渡
り
方
か
ら
、
自
転
車
の

正
し
い
乗
り
方
な
ど
の
交
通
ル
ー
ル
を
学

ぶ
と
と
も
に
、
実
際
に
自
動
車
を
急
ブ
レ

ー
キ
停
止
さ
せ
、
制
動
距
離
を
確
認
す
る

こ
と
や
、
児
童
が
大
型
自
動
車
の
運
転
席

に
乗
車
体
験
を
し
、
車
の
死
角
に
つ
い
て

理
解
が
で
き
る
よ
う
内
容
を
工
夫
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
村
内
の
保
育
園
で
は
、「
ひ
ま
わ

り
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
行
わ
れ
て
お

り
、
今
年
は
約
40
人
の
子
供
た
ち
が
参
加

し
、
警
察
官
か
ら
横
断
歩
道
の
渡
り
方
な

ど
の
交
通
ル
ー
ル
と
ひ
ま
わ
り
の
種
の
由

来
の
話
を
聞
い
た
あ
と
、
園
庭
の
花
壇
に

ひ
ま
わ
り
の
種
を
植
え
ま
し
た
。

ひ
ま
わ
り
を
大
切
に
育
て
る
こ
と
を
通

じ
て
命
の
大
切
さ
を
学
び
、
し
っ
か
り
と

交
通
安
全
意
識
が
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う

取
組
ん
で
い
ま
す
。

子
供
た
ち
が
育
て
た
ひ
ま
わ
り
の
種
は
、

村
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
村
民
に
も
配

布
さ
れ
、
多
く
の
方
々
に
こ
の
取
組
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防

止
へ
の
意
識
を
高
め
ま
す
。

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の�

�

着
用
推
進

鶴
居
村
で
は
、
毎
年
、
新
入
学
児
童
へ

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま

す
。村

内
の
子
供
た
ち
は
自
転
車
乗
車
時
に

は
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
よ
う
交

通
安
全
教
育
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
自
転

車
事
故
防
止
へ
の
安
全
意
識
を
高
く
持
っ

て
い
ま
す
。

令
和
５
年
４
月
か
ら
自
転
車
乗
車
時
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
と
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
村
で
は
、
自
転
車
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
推
進
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、

新
し
く
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
購
入
し
た
場
合
に

は
、
金
額
に
応
じ
て
補
助
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
村
内
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は

無
料
で
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
誰
で
も
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え

て
い
ま
す
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ�

�

３
０
０
０
日
を
達
成

鶴
居
村
で
は
、
平
成
27
年
11
月
16
日
か

ら
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

令
和
６
年
２
月
１
日
に
３
０
０
０
日
の

記
録
を
達
成
し
、
村
に
北
海
道
知
事
感
謝

状
、
鶴
居
村
交
通
安
全
運
動
推
進
協
議
会

に
公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進

委
員
会
か
ら
表
彰
状
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
記
録
は
、
地
域
住
民
並
び
に
関
係

団
体
等
の
協
力
に
よ
り
全
村
一
丸
と
な
っ

て
交
通
安
全
に
努
め
て
き
た
結
果
と
い
え

ま
す
。

今
後
も
交
通
事
故
の
な
い
安
心
安
全
な

村
と
し
て
交
通
安
全
運
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

鶴
居
村

　（
釧
路
総
合
振
興
局
管
内
）

交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
村
づ
く
り
に
向
け
て

村
民
が
一
体
と
な
っ
て
交
通
事
故
防
止
に
取
組
む

ヘルメット　かぶるあなたは　かっこいい
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反射材　わたしとかがやく　夜の道

空知地区 �������������������������������������������  深川市、長沼町 上川地区 ������������������������������������������������������  愛別町

愛別町交通安全推進協議会では、9月30日に国道39号線にお
いて、小・中学生の登校時間や通勤時間に合わせて旗波運動を実
施しました。

また、秋の全国交通安全運動期間中には、国道39号線と旧愛
山駐在所前において、夕方の退勤時間に合わせて街頭啓発を実施
し、日没時間も早まっているため、通過する車両に対し安全運転を
呼びかけました。

十勝地区 �����������������������������������������  十勝総合振興局

十勝総合振興局では、例年9月から11月までの3か月間「交通
事故死ストップ十勝百日作戦」を展開しています。市町村や関係機
関・団体が、秋の行楽シーズンや農作物等の輸送繁忙期に悲惨な
交通死亡事故を無くすため、様々な取り組みを計画・実施していま
す。また、期間中の9月30日、交通事故死ゼロを目指す日には、旗
の波作戦を実施しました。十勝合同庁舎前国道38号線沿道で実施
し、通行車両のドライバーに安全運転を呼びかけました。

空知地区交通安全推進協議会では、コロナ禍明けで人の往来が
多くなり、夏・秋はドライブを楽しむ人が増えるため、管内道の駅で
の街頭啓発を積極的に行いました。

ライスランドふかがわ、マオイの丘公園での街頭啓発では、市・
町職員や警察署員と合同で交通安全啓発資材を配布し、地域の
方々へ直接安全運転を呼びかけました。

留萌地区 ������������������������������������������������������  留萌市

留萌地区交通安全推進協議会では、留萌振興局、旭川方面留
萌警察署との共催で、秋の全国交通安全運動の初日に「働くクル
マ大集合！見て触れて！交通安全の集い」を開催しました。

市内保育園の子ども達が参加し、パトカーや消防車、自衛隊車両
などへの体験乗車を通じて、交通ルールの重要性を学びました。

ＴＯＰＩＣＳ各 地 区トピックス 1 4 C H

ライスランドふかがわ

マオイの丘公園
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守ろうよ　チャイルドシートで　子の未来

交通事故により父母等を失ってから1年以内で、かつ父母等を失った日において18歳未満の方にお見舞金を
お渡しします。
・お一人12万円を支給します（返還不要）。　
・随時、申請を受け付けます。

お見舞金

給 付 金

奨 学 金

交通事故により父母等を失った方、または重度後遺障害となった父母等が就労できない家庭にある方のう
ち、乳幼児から中学生・中等教育学校生（前期）までの方に、健やかな成長を応援する給付金を支給します。
・年間12万円を2回（6月、12月）に分割して支給します（返還不要）。
・必要書類を添付の上、原則、毎年4月末日までに申請してください。
  ※申請期日を過ぎて希望がある場合にはお問合せください。
・保護者の方の所得などに関して審査を行った上で決定します。

交通事故により父母等を失った方、または重度後遺障害となった父母等が就労できない家庭にある方のう
ち、次の学校に入学又は在学する方に、奨学金として無利子貸付を行います。

無利子貸付／
3割免除あり

・貸付を受けた奨学金の7割を返還した時点で、残りの3割は返還免除となります。
・必要書類を添付の上、原則、毎年4月末日までに申請してください。入学奨学金も同様です。
  ※申請期日を過ぎて希望がある場合にはお問合せください。
・保護者の方の所得などに関して審査を行った上で決定します。

上記の3つの応援は、道内に居住する方が対象です。

中学生、中等教育学校生（前期）
公立高校生、中等教育学校生（後期）、高等専門学生
専修学校生（高等諫程）
私立高校生
専修学校生（専門課程）

対象学生 普通奨学金（月額）
1万円～2万円（選択）
1万円～3万円（選択）
1万円～4万円（選択）
1万円～4万円（選択）
1万円～4万円（選択）

なし
10万円
15万円
25万円
25万円

入学奨学金

返還が必要です

支えてくれる人のために、空を飛ぶ４歳の時に初めて飛んだ大きめのジャンプ台。３０回飛んでも、立てたのは１回か２回。悔しくて、毎日、何度も何度も、何度もやってみた。
自分の身体とスキーだけで空を飛ぶジャンプ。突風や雪や雨が、突然、前に立ちはだかることもありま
すが、努力すれば必ず乗り越える方法が見つかると私
は信じています。
たくさんの支えてくれる人たちがいて、その方達の笑顔
が見たい。それが、私の一番の原動力です。
○○さんもみんなが応援しています。一緒に夢に向かって挑戦しましょう！
令和６年

スキージャンプ選手伊 藤 有 希 このお⾒舞⾦・給付⾦・奨学⾦の制度は、たくさんの⽅々からのご寄付によって⽀えられています。

＜私も応援しています＞

＜プロフィール＞
下川町出⾝。１６歳で蔵王での国際⼤会で初優勝以来、世界で活躍。冬季五輪にはソチ⼤会から３回連続出場。２０２４年１⽉ワールドカップ札幌⼤会で優勝し通算９勝⽬を挙げた。

みなさんの応援を、頑張る子供たちの未来へつなぐ
交通遺児育英事業に取り組んでいます。

令和６年度は、12月現在で「お見舞
金」として12名、「給付金」として31
名の子供たちを支援いたしました。
近年、交通事故による死者数は減少
してきたものの、子供たちが負う心の
傷は今も昔も変わりはありません。
今後ともご支援をいただいている
皆様や、本道の交通遺児を支援してい
る団体とも一丸となり、子供たちが明
るい未来を歩めるよう、しっかりと応
援してまいります。
道民みんなで、交通安全の輪を広げ
ていきましょう。

交通遺児育英事業は、交通事故でお父さんやお母さんを失った子供たちに、いつもた
くさんの方々が応援していることを胸に、未来に向かって元気に羽ばたいてほしいとの
願いを込めて、これまでの奨学金に、令和５年４月１日から、お見舞金と給付金による
応援を加え、３つの応援を行っています。

フレンドリー
通信

ゆっくり走ろう北海道と 
フレンドリー通信は合併
いたしました。

公益社団法⼈北海道交通安全推進委員会

（交通遺児育英事業）

令和６年度

みんなが応援し
ているよ

メッセージ

〇〇〇〇さんへ

68号
お知らせ
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スピードと　焦る気持ちに　ブレーキを

皆様からのご支援、ありがとうございました。

受領月 寄付者名 種類 区分 寄付金額（単位：円）

７月

鹿追交通少年団 特定 寄付 38,735

北海道丸和桃太郎親睦会 特定 寄付 75,500

全国共済農業協同組合連合会北海道本部 特定 寄付 829,202

株式会社アペックス 特定 寄付 8,607

8月
ライダーズミーティングin寿都実行委員会 特定 寄付 100,000

植村泰也 特定 寄付 2,000

9月

北海道新聞社営業局道央圏部 特定 寄付 10,000

鹿追交通少年団 特定 寄付 24,002

当別町交通安全推進委員会 特定 募金（黄色い羽根） 11,314

美幌交通安全母の会 特定 寄付 5,000

美幌町交通安全推進委員会 特定 募金（黄色い羽根） 15,685

建設産業交通安全推進北海道本部 特定 寄付 1,000,000

別海町交通安全協会 特定 募金（黄色い羽根） 11,615

別海町交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,341

10月

新得町交通安全推進協議会 特定 募金（黄色い羽根） 107,189

根室市交通安全推進協議会 特定 募金（黄色い羽根） 15,765

士別市交通安全運動推進委員会 特定 募金（黄色い羽根） 76,164

蘭越町交通安全運動推進委員会 特定 募金（黄色い羽根） 41,885

一般社団法人札幌地区トラック協会南空知支部 特定 寄付 60,000

植村泰也 特定 寄付 2,000

函館西交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,615

札幌中央信用組合山鼻支店 特定 募金（箱募金） 1,228

11月

札幌中央交通安全協会 特定 募金（箱募金） 4,614

中標津地方交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 9,194

石狩地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,153

新十津川町安全・安心推進協会 特定 募金（箱募金） 1,973

松前地区交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 11,731

札幌中央信用組合本店営業部 特定 募金（箱募金） 1,581

札幌中央信用組合西岡支店 特定 募金（箱募金） 2,699

滝川交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,000

中富良野町役場総務課 特定 募金（箱募金） 1,241

北海道信用金庫本店営業部 特定 募金（箱募金） 13,099

当麻町交通安全推進協議会 特定 募金（黄色い羽根） 13,461

雄武町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 2,321

小平町役場 特定 募金（箱募金） 2,368

池田地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,515

札幌中央信用組合西野支店 特定 募金（箱募金） 3,141

株式会社北海道銀行本店営業部 特定 募金（箱募金） 1,339

釧路市役所市民環境部市民生活課 特定 募金（箱募金） 1,302

函館市交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,525

札幌西交通安全協会 特定 募金（箱募金） 9,630

札幌南交通安全協会 特定 募金（箱募金） 5,000

江別地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 4,307

斜里地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,242

占冠村交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,006

株式会社北海道銀行新川支店 特定 募金（箱募金） 1,062

赤平交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,000

株式会社北海道銀行北二十四条支店 特定 募金（箱募金） 1,257

受領月 寄付者名 種類 区分 寄付金額（単位：円）

11月

石狩市交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 27,471

八雲町交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 4,463

一般社団法人室蘭交通安全協会 特定 募金（箱募金） 20,080

札幌北交通安全協会 特定 募金（箱募金） 28,319

札幌中央信用組合平岡支店 特定 募金（箱募金） 1,844

富良野市役所 特定 募金（箱募金） 2,899

富良野地方交通安全協会 特定 募金（箱募金） 6,610

稚内地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,346

一般社団法人千歳地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 10,363

札幌中央信用組合美香保支店 特定 募金（箱募金） 1,485

札幌中央信用組合南郷支店 特定 募金（箱募金） 1,866

一般社団法人元気舎 特定 寄付 100,000

一般社団法人函館方面交通安全協会 特定 募金（箱募金） 10,059

猿払村役場住民課 特定 募金（箱募金） 2,614

共和町交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 10,282

一般社団法人美幌地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,600

一般社団法人美幌地区交通安全協会 特定 寄付 10,000

滝上町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 3,274

一般社団法人釧路方面交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,030

芦別交通安全協会 特定 募金（箱募金） 7,326

三笠市交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 3,759

中川町地域安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,039

広尾地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 6,224

弟子屈町交通安全運動推進協議会 特定 募金（箱募金） 2,247

一般社団法人苫小牧地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,950

美唄市交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,085

西興部村交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 7,164

渡島地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,244

中頓別町交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,386

一般財団法人静内地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,547

一般社団法人旭川方面交通安全協会 特定 募金（箱募金） 4,358

ニセコ町交通安全推進委員会 特定 募金（黄色い羽根） 106,682

一般財団法人北見方面交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,910

羽幌地区交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 1,300

積丹町交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 6,939

全国共済農業協同組合連合会北海道本部 特定 寄付 825,000

ANAオープンゴルフトーナメント大会 特定 寄付 500,000

苫前町交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,351

留萌地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,221

夕張市交通安全市民運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 9,420

中標津町交通安全協会 特定 募金（黄色い羽根） 16,633

中標津町交通安全協会 特定 募金（箱募金） 20

中標津町交通安全協会 特定 寄付 10,000

稚内市交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 4,485

12月
平取町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 36,346

植村泰也 特定 寄付 2,000

11月 北海道自家用自動車協会連合会 寄贈 啓発品 アルファ米 150個

建設産業交通安全推進北海道本部 札幌地区トラック協会南空知支部北海道丸和桃太郎親睦会

ANAオープンゴルフトーナメント大会 一般社団法人元気舎 全国共済農業協同組合連合会北海道本部

交通遺児育英事業や交通遺児をなくすために交通安全運動全般に寄付してくださった個人・団体の皆様です。（順不同・敬称略）
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令和７年１月号

公益社団法人 北海道交通安全推進委員会
札幌市中央区北５条西６丁目1-23 第二道通ビル６階　電話（011）221-6666　FAX（011）221-7873

URL: https://www.slowly.or.jp　e-mail: safety@slowly.or.jp
公式ホームページ / YouTubeチャンネル / X（旧Twitter） / Facebookページ 

見えないを　見えるに変える　反射材

植村 隆弘

北海道交通安全推進委員会 検 索


